
日時：平成 28年 12月 1日(木)19:30 21:30 場所：加東市社公民館 ２階 研修室 

第１回分野別「安全」「快適」のワークショップには、13人の市民等の皆さんに出席していただ
きました。 

◆第１回分野別「安全」「快適」のワークショップの内容 

○ワークショップに先立ち、事務局から、加東市の現状について説明を行いました。 
○加東市の現状についての説明の後、ワークショップ方式で、加東市の「安全」「快適」分野に
おける「良いところ」「良くないところ」を考えていただきました。 
○参加者は 2つのテーブルに分かれて意見をまとめ、最後にそれぞれのテーブルの意見を発表し
あって、情報交換（共有）を行いました。 
○このワークショップで考えていただいた結果は、次回の分野別「安全」「快適」のワークショ
ップにおける分野別将来像（まちづくりの目標）の検討のための材料としていただきます。 

◆ワークショップ 

○ワークショップでは、最初に前回の振り返りと今
回の取組について確認しました。 
○そして、ワークショップの進め方の説明の後、「安
全」「快適」分野における「良いところ」「良くな
いところ」を、KJ 法という手法を用いて次のと
おり整理していきました。 
○まずは、参加者全員が「良いところ」を黄色の付
箋紙に、「良くないところ」を赤い付箋紙に書き
込み、模造紙に貼り込みながら、意見交換（共有）
をしました。 

◆ 次 第 ◆ 

１ 開会 

２ 加東市の現状等について 

３ ワークショップ 

  「加東市の良いところ、良くないと

ころ」について 

４ 今後のスケジュールについて 

５ 閉会

 まちづくり市民ワークショップ《第１回分野別「安全」「快適」》 ニュース 

当日の会場の様子 
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○テーマは「安全」「快適」ですが、その枠にとら
われず、幅広く関連する「良いところ」「良くな
いところ」を出していただきました。 
○これらの付箋紙を、同じ内容でグルーピングして、
タイトル付けをすることにより、グループで話し
合った「良いところ」「良くないところ」を整理
しました。 
○そして、発表する人を自薦、他薦で選び、別のグ
ループに話し合った結果を報告し、意見交換（共
有）を行いました。 

◆ワークショップの結果発表（「安全」「快適」分野における「良いところ」「良くないところ」）

Aグループ 
○安全を満たした上に快適があるのではないか。 
○安全の良くないところが減ると、快適の良くないところが増える←むしろ良いこと。良くないところがより高次のもの
に移動することが、加東の発展の指標になるのではないか。 

「安全」等の良いところ 
《防災》 
○災害が少ない 
○洪水等の際、なぜか加東市の道路は冠水しない（加西市
等はよく通れなくなる印象を受けるのと比べて） 

《防犯》 
○加東警察がパトロールしてくれており、安心できる 
○小学生等の見守り隊がある 
《地域》 
○近所づきあいがそれなりにある 
○地域の繋がりが強い 
○昔からの知り合いが多い 
○地域のネットワークが生きており、隣人との交流等で温
かみを感じるという地域の特色がある 
○ゴミの分別が細かい！ 
《情報》 
○防災メールサービスがある 
○音声告知放送で火事の情報が知れる 
○大雨の時にCATVで川の状態が分かる 
○CATVで情報等を知ることができる 
《その他》 
○水がきれい、特に飲料水は安心、安全であると思う 
○楽らく勇躍体操などを行うまちかど体操教室を含めた高
齢者の筋力アップ等を目指した取組があり、転倒予防等
に良い 
○街灯がないことで、夜は星がキレイに見える 

「安全」等の良くないところ 
《防災》 
○消防団への加入が少なく、消防団員が高齢化している 
《防犯》 
○暗いところがある 
○空き家が問題でこれからも増加しそう 
○防犯意識が低いかも 
《地域》 
○子どもの数が減っており、高齢者が増えている 
○結婚していない人が増えている 
○獣害が目立つ→畑の野菜が食べられる 
○人口の偏り、地域格差がある 
《情報》 
○ネット通信がしにくい所がある 
○加東市の情報が若い人達に伝わらない 
《その他》 
○救急要請をしても受け入れ先の確定に時間がかかってい
る 
○医療関係が充実していない 
○自転車道がないので整備をして欲しい 
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「快適」等の良いところ 
《環境》 
○適度に緑がある 
○緑がたくさんある→癒やし→目に良い 
○市内住宅街に緑が多く、落ち着いた雰囲気をよく感じる 
○市内各所に公園がある 
○豊かな自然と共存しており、自然とふれ合うことができ
る 
○大きな播磨中央公園がある 
○緑が多く、公園も充実している 
○安全な公園がたくさんある（柵がある） 
○市役所近辺の道路の交差点に広場があり、見晴らし景観
が良い 

《教育》 
○保育園から大学まであるので、一生住もうと思えば住め
る 
○兵庫教育大学を中心に教育施設が多く存在しており、子
育てにおいて安心できる 
○兵庫教育大学がある 
○文化遺産が多数ある 
○図書館の利用者が多い 
○手話が積極的に推進されている 
《交通》 
○道路が整備されている 
○電車や高速道路が通っている 
○中国道インターが 2ヶ所あり、交通網が良い 
○自動車を所有していると意外と交通の便がよく他の都市
と行き来がしやすい 
○372 号、175 号の国道がある 
《農業》 
○食材の自給自足ができる 
○田畑で十分なお米と野菜が採れる 
○酒米の山田錦と山田錦種苗の産地 
○東条川疏水系で畑が潤う 
○東条川、千鳥川（三草川）、加古川などの河川がある 
《その他》 
○ゴルフ場が多い 
○工業団地が東条（南山・森尾）、佐保（社）、滝野の 4 ヶ
所あり、通勤しやすい 
○ペット（犬）を飼っている人が多い 
○戸建てが多い 
○スーパーやコンビニが適度にあり、生活に困らない 

「快適」等の良くないところ 
《交通》 
○電車が 1時間に 1本しかなく、無人駅である 
○バスの運行本数が少なくなっている 
《農業》 
○農薬を多く使用している（農家） 
《その他》 
○昔より川が汚くなっている 
○本屋、映画館といった文化的な娯楽施設が少なく、市外
へ需要が流出している 
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Bグループ 

「安全」等の良いところ 
《災害》 
○災害が少ない 
《コミュニティ等》 
〈コミュニティ〉 
○地域コミュニティが良い 
○老人会、PTA、防犯協会等の活動が活発 
○道普請、溝ほりなどいろいろある（しかし維持ができな
くなってきている） 
○住んでいる人がよい 
〈消防団〉 
○地区の消防団の活動が活発で、青年団としても活動して
おり、防犯と交流の場となっている 
〈CATV〉 
○CATVにより市の情報や地域活動をみることができる 
○CATVにより地域の情報を共有できるところ 
○小地域福祉活動等の実施により、高齢者等の様子が分か
りやすい 

《子育て》 
○見守り隊がある 
○自然が近い（子育て） 
《病院》 
○市民病院の存在（平常時は大丈夫でも非常時には必ず要
る） 
○市民病院は「みとり」の病院であってよいのではないか 

「安全」等の良くないところ 
《コミュニティ等》 
〈コミュニティ〉 
○新しく来た住民との付き合いがあまりない 
○機会が少ない（どう作っていくのか） 
○神社、お寺、池の堤防など、引き継いできたものをどう
伝えていくのか悩ましい 
○高齢者世帯一人暮らしの増加（地域の繋がりが減ってき
ているので支えられない） 
〈消防団〉 
○消防団の人数が減っており、入る人がなかなかいない 
〈CATV〉 
○市民交流の場や様子をより多く紹介できるよう CATV の
人員を増やすべき 

《子育て》 
○子どもの安全対策は重要（通学路が長くなる） 
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◆次回（第１回分野別ワークショップ：「活力」「協働」分野）の予定 
日時：平成 28年 12月 10日（土）9:30 
場所：加東市社公民館 ２階 研修室 
内容：「活力」「協働」分野における加東市の良いところ、良くないところについて意見交換を行
う。 

発行：まちづくり市民ワークショップ事務局（加東市協働部企画協働課） 
電 話 0795‐43‐0389 
E‐mail suishin@city.kato.lg.jp 

「快適」等の良いところ 
《道路》 
○都市への交通が比較的良い 
○国道、高速道路などで移動がしやすい 
○道路が整備されている 
《住環境》 
○住環境が整っている 
○まち並みは美しく整備されていると思う（観光に活かさ
れていないが） 
○公園が多い 
《空き家》 
○空き家の活用も考えるべき 
《掃除、ゴミ》 
○家庭から出るゴミの量の少なさ、県下No.1 
○分別・リサイクルに対する理解・意識の高さ 
○ゴミの分別収集により、資源が生かされている 
○道路、神社、公園、河川などの掃除（コミュニティなど
の）を年 4回やっている 

《上下水道》 
○下水等の整備が整い、清潔 
○水道が普及している 
《全般的に》 
○これといってここがどうしても悪い!!というところがな
い 

《その他》 
○図書館が多い 

「快適」等の良くないところ 
《道路》 
○交通事故が多い 
○自転車・バイクが安全に通行できない 
○道路周辺の木々の伐採が課題（県道）、また、民地内の樹
木の管理ができていない（山との境目、一般家庭の敷地
内などで） 

《公共交通》 
○車が生活には不可欠 
○バス・電車を便利に利用できる地域が少ない 
○公共交通機関は存在しているが、活用できるレベルでは
ない 
○高齢者の移動手段の確保に課題 
○公共交通機関、バスや JRはあるが便数や時間が少ない 
○買い物、通院など高齢者は不便 
○タクシー型の公共交通があれば 
《空き家》 
○空き家の増加 
○空き家、空き地など適切に管理されていない土地がある 
《掃除、ゴミ》 
○外国籍の人に伝わっていない、また、学生も徹底できて
いない 
○耕作放棄地の増加（ゴミが捨てられる） 
○外国人（短期労働者）へのサポートがいまひとつ 
《全般的に》 
○目玉がない 
《その他》 
○商業が少ない 
○害獣がおり、アライグマ、イノシシなどが出て農作物が
やられる 
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